
仏生寺
ぶっしょうじ

  真岡市南高岡２５９ 

 

仏生寺は日光をひらいた勝
しょう

道
どう

上人
しょうにん

（７３

５～８１７）の生誕
せいたん

の地と伝えられています。  

勝道上人は子どもの頃は藤
ふじ

糸
いと

丸
まる

という名前

でした。子どもの頃からとても優秀
ゆうしゅう

で、２８

歳
さい

の時に下野
しもつけ

薬師寺
や く し じ

で試験
し け ん

を受けて正式に

僧侶
そうりょ

となりました。その後、日光の男体山の登頂
とうちょう

を目指しながら、日光に四本
し ほ ん

竜寺
りゅうじ

を建て

ました。その寺が日光山で最も古い輪
りん

王寺
の う じ

の起こりであるといわれています。７８２年の春、

３度目の挑戦
ちょうせん

でついに登頂を果たします。勝道上人は、その後も、中禅寺
ちゅうぜんじ

湖
こ

のほとりに

神宮寺
じんぐうじ

を建てたり、二
ふた

荒山
ら さ ん

神社
じんじゃ

を建てたりしました。 

また、仏生寺にはたくさんの仏像も安置してあります。 

薬師堂
やくしどう

 

勝道上人が自
みずか

ら彫
ほ

ったといわれている薬師
や く し

如来
にょらい

が安置
あ ん ち

されているお堂です。江戸時代（１７４２

年）に再建
さいけん

されました。 

 

 

薬師
や く し

如来
にょらい

坐像
ざ ぞ う

 

平安時代後期
こ う き

につくられました。秘仏
ひ ぶ つ

であり、

真岡市内で最も古い仏像です。 
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十二
じゅうに

神将
しんしょう

立像
りつぞう

 

鎌倉
かまくら

時代
じ だ い

につくられました。十二神将は、薬師如来の説
と

く経典
きょうてん

を信
しん

ずるものを守る神様で、

薬師如来が人々を救
すく

うために出した十二の願
ねが

いを守る神でもあります。頭の上には十二支
じゅうにし

の

動物をつけ、手には武器
ぶ き

を持ち、甲冑
かっちゅう

をつけた怒
いか

り顔です。 

 

 

勢至菩薩
せ い し ぼ さ つ

立像
りつぞう

         日光
にっこう

菩薩
ぼ さ つ

立像
りつぞう

・月光
げっこう

菩薩
ぼ さ つ

立像
りつぞう

 

鎌倉時代につくられたもの。    室町時代につくられたもの。 
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